
（３）関係事業者との連携によるシステム全体の円滑な運営

〔エアバッグ類〕〔エアバッグ類〕
地域ごとに自動車メーカーが選定した運搬事業者が、複数台数分のエアバック類を
収納した専用ケースを解体事業者から回収し、指定引取場所まで運搬。
再資源化施設にて適正にリサイクル。再資源化施設にて適正にリサイクル。

エアバッグ類引取･再資源化施設エアバッグ類引取･再資源化施設

メーカー領域

◎
a

解体事業者

一次運搬
二次運搬

指定引取場所
再資源化施設

●

◎◎

b

c

再資源化処理施設 （5ヶ所）

指定引取場所 （26ヶ所）
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（３）関係事業者との連携によるシステム全体の円滑な運営

〔フロン類〕
自動車メーカーが指定した運搬事業者(ヤマト運輸)が、フロン類回収事業者から
ボンベを集荷し最寄りの指定引取場所まで運搬。
フロン破壊施設にて適正に破壊処理。

フロン類引取･破壊施設フロン類引取･破壊施設

メーカー領域

ab

フロン類回収事業者
指定引取場所=破壊施設(運搬なし)一次運搬

:基幹施設 （3ヶ所）
:特別区域施設 等

26



１ 自動車メ カ の果たしてきた役割についての整理１．自動車メーカーの果たしてきた役割についての整理

（１）３品目の引取りとリサイクルの実施

（２）（１）に必要な体制の整備

関係事業者と 連携 る 全体 な運営

（４）適正なリサイクル料金の設定

（３）関係事業者との連携によるシステム全体の円滑な運営

（５）３Ｒへの取組みと関係者への各種情報の適切な提供

01年9月 産業構造審議会環境部会 廃棄物・リサイクル小委員会

自動車リサイクルＷＧ「新たな自動車リサイクルシステムの構築
に向けて」P44・45より
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（４）適正なリサイクル料金の設定

適・法律では、“リサイクル料金の設定は、適正原価を上回ってはいけない、
また著しく下回ってもいけない“と規定。

・各メーカーとも10年程度の中長期で収支均衡となるようリサイクル料金を

設定設定。
・その結果、メーカー間ではばらつきはあるものの、収支を見る限り
各社とも06年度以降は±300円/台程度に収まるなど概ね狙い通りであり、
コストは最小化できているものと考えるコストは最小化できているものと考える。

年度別メーカー別台当り収支（乗用車系のみ）

500
円／台

05年度 06年度 07年度

100

300
05年度 06年度 07年度

300

-100 

28-500 

-300 



１ 自動車メ カ の果たしてきた役割についての整理１．自動車メーカーの果たしてきた役割についての整理

（１）３品目の引取りとリサイクルの実施（ ）３品目の引取りとリサイクルの実施

（２）（１）に必要な体制の整備

（３）関係事業者との連携によるシステム全体の円滑な運営

（４）適正なリサイクル料金の設定

（５）３Ｒへの取組みと関係者への各種情報の適切な提供

01年9月 産業構造審議会環境部会 廃棄物 リサイクル小委員会01年9月 産業構造審議会環境部会 廃棄物・リサイクル小委員会

自動車リサイクルＷＧ「新たな自動車リサイクルシステムの
構築に向けて」P44・45より
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（５） ３Ｒへの取組みと関係者への各種情報の適切な提供

① ３Ｒに対する取組み

（ ） の取組みと関係者 の各種情報の適切な提供

① ３Ｒに対する取組み

② ３Ｒの取組み事例

●Reduce ［設計段階］

●Reuse ［使用･流通段階］

●R l ［設計段階 使用 流通段階 使用済段階］●Recycle ［設計段階- 使用･流通段階– 使用済段階］

③ ３Ｒの取組みに関する情報の提供③ ３Ｒの取組みに関する情報の提供
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（５）① ３Ｒに対する取組み
□部分・・・製品関係分

設計段階●

①車両のライフステージ毎の取組み

・易解体性、材料選択、長寿命化、

環境負荷物質使用廃止等

・生産材投入量削減、歩留まり向上、
副資材の再使用 端材の再使用 リサイクル等

生産段階●

副資材の再使用、端材の再使用・リサイクル等

中古 リビ ト部品の利用促進

使用・流通段階●

・中古・リビルト部品の利用促進

・交換部品の回収・リサイクル

使用済段階

・電子カタログ情報提供による中古部品利用促進
・全部再資源化促進のための銅部品情報提供

使用済段階●

・金属材料、非金属材料（樹脂・ＡＳＲ）の
回収・リサイクル
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（５）① ３Ｒに対する取組み

②自動車メ カ の取組み方針・体制

・各社は経営理念、環境取組方針等に環境配慮設計（３Ｒ設計等）について
言及。
また その理念や方針を具現化する体制や仕組み構築

②自動車メーカーの取組み方針・体制

・また、その理念や方針を具現化する体制や仕組み構築。

日野
事業活動全般並びにクルマのライフサイクル全てに亘る環境負荷の

富士重工業
新型車のリサイクル配慮設計を推進し、２０１５年のリサイクル率

最小化を図っていきます。９５％を目指します。

三菱
製品のライフサイクル全ての段階において、環境への影響を予測
評価し、環境保全に努める。

いすず
資源は有限であることを前提に、いつまでも長く愛していただける
車を提供することをめざし、また、廃棄過程でも再利用しやすい車
にするため、リサイクルの考え方に徹底して取り組みます。

・・・ｅｔｃ

32
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（５）② ３Ｒの取組み事例 ［Reduce］
使用済車設計 使用・流通

① 長寿命化 事例１（全メーカー共通）

車 寿命 ボデ 部 防錆鋼板を使•車両の長寿命化：ボデー、足回り部品に防錆鋼板を使用

出典：トヨタ自動車
33



使用済車設計 使用・流通

（５）② ３Ｒの取組み事例 ［Reduce］

② 長寿命化 事例２（全メーカー共通）

•液類などの長寿命化を図り、交換頻度を削減

液種類 指定交換時期

ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ １万Ｋｍ ⇒ １．５万Ｋｍ

ｴﾝｼﾞﾝｸｰﾗﾝﾄ液 ３年 ⇒ １１年

ｵｲﾙﾌｨﾙﾀｰ ２万Ｋｍ ⇒ ３万Ｋｍ

CVTｵｲﾙ ４万Ｋｍ ⇒ ８万Ｋｍ

出典：本田技研工業 34



使用済車設計 使用・流通

（５）② ３Ｒの取組み事例 ［Reduce］

･高張力鋼板採用による軽量化（原材料使用合理化）

③ 軽量化で燃費向上を図り石油消費を抑制 事例１（全メーカー共通）

出典：スズキ
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使用済車設計 使用・流通

（５）② ３Ｒの取組み事例 ［Reduce］

・ 軽金属等の多用により151kg の軽量化を実現

④ 軽量化で燃費向上を図り石油消費を抑制 事例２

36出典：本田技研工業



（５）② ３Ｒの取組み事例 ［Reduce］ 使用済車設計 使用・流通

⑤ 費 費 事 全⑤ 軽量化で燃費向上を図り石油消費を抑制 事例３ （全メーカー共通）

・軽量化のため、金属部品を樹脂化する取組を実施。ただし、ＡＳＲ重量は増加。

鉄製ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸ 樹脂製ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸ

ヴィッツで▲ 30％

金属製ｲﾝﾃ ｸﾏﾆﾎ ﾙﾄﾞ金属製ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ 樹脂製ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ

４気筒エンジンで▲ 30％

37
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使用済車設計 使用・流通

（５）② ３Ｒの取組み事例 ［Reduce］

⑥ 石油由来材料使用量低減 事例

・・ バイオファブリック使用により 石油由来材料の使用量とバイオファブリック使用により 石油由来材料の使用量とCO2CO2排出量を低減排出量を低減・・ バイオファブリック使用により、石油由来材料の使用量とバイオファブリック使用により、石油由来材料の使用量とCO2CO2排出量を低減排出量を低減

• 石油資源を原料として全く含まない植物由来100％の繊維を使用した自動車

内装用バイオファブリックを開発。

(このバイオファブリックは、高い品質を求められる自動車用シート表皮への

利用に耐え得る耐摩耗性、耐候性、難燃性を兼ね備えている。)

出典：マツダ 38



使用済車設計 使用・流通
（５）② ３Ｒの取組み事例 ［Reduce］

・2010年の冷媒使用量原単位を1995年比で20％以上削減することを目標に

⑦ カーエアコン用冷媒（HFC134ａ）使用量の削減 事例（全メーカー共通）

省冷媒機器の開発・導入を推進。⇒ 07年 26％削減

９５ ９９ ００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７

※ １台当り充填量 自動車製造時のHFC134 総充填量÷製造台数

１台当り充填量(g) 700 650 615 603 588 582 553 548 536 521

（９５年比） (100%) (93%) (88%) (86%) (84%) (83%) (79%) (78%) (77%) (74%)

※．１台当り充填量 ： 自動車製造時のHFC134ａ総充填量÷製造台数

95年～07年の最大削減量の例 主な省冷媒技術95年～07年の最大削減量の例 主な省冷媒技術

乗用車 810g ⇒  400g
▲51%

・構成機器の一体化

・熱交換機の小型高性能化%
軽乗用車 500g ⇒  290g

▲42%
バス 5 800 ⇒ 4 200

・熱交換機の小型高性能化

・配管接続部の軸シール化

・低漏れホースの採用
バス 5,800g ⇒ 4,200g

▲28% ・組み付け工程作業の管理徹底
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使用済車設計 使用・流通
（５）② ３Ｒの取組み事例 ［Reduce］

（参考）カーエアコン用新冷媒の研究開発状況

・冷媒メーカーより発表のあった新冷媒HFO-1234yf（※１）について、JAPIA(日本自動車
部品工業会)と協力して評価中。 （※１）フッ素系の新規化学物質、温暖化係数(GWP)＝４部品 業会)と協力して評価中。

・現行冷媒HFC134aやCO2冷媒とのLCCP（※２）評価を実施したところ、HFO-1234yf が
最も温暖化影響面で優れる冷媒であることが判明。
（※２）LCCP Lif C l Cli t P t ti l 生産 使用 廃棄段階における冷媒の漏洩と（※２）LCCP = Life Cycle Climate Potential：生産～使用～廃棄段階における冷媒の漏洩と

エネルギー消費（燃費）の影響を加味した環境影響評価手法

・現在、冷媒メーカーが毒性試験、JAPIAにて部品開発、自動車メーカー各社にて

耐久品質評価を実施中。

LCCP 結果
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